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　私と井上 謙先生との出会いは、2006年に謙先生の奥様のお父様の紹介に始まる。偶然
にも私の父と謙先生の義父にあたる井上正男先生は、大学の先輩後輩の間柄であった。あ
る日、井上先生が病院から電話をかけてこられた。話は、「息子の謙をよろしく頼む」であっ
た。その数日後、井上先生は天国へ昇られた。その後、謙先生は、月に１回岡山から見学に
来られるようになり、それは現在も続いている。私にとって、かけがえのない教え子の１
人である。

  “人は生涯の中で、会うべき人には必ず逢う。しかも一瞬早かりもせず、遅かりもせず”
　　森　信三

　21世紀に入り四半世紀が近づいている。歯科臨床においても、各専門分野の研究や機
械・材料、また技術の進歩の結果、インプラント治療、計画治療などに大きな変革が生まれ
ている。特に今日では、デジタルデンティストリ―の進歩が目覚ましい。しかし、歯科治
療を成功させる臨床的基準・技術的基準において、まだまだ多くのステップでアナログ的
な考え方や方法を用いなければならないことは、誰もが実感していることと思う。
　歯科臨床におけるもっとも重要な目的は、顎口腔機能の回復・改善である。特に人が生
きていく上で、重要な食生活に大きな影響を与える機能が咀嚼であり、この機能にとって
重要な咀嚼機関の１つが歯である。身体のなかで真の硬組織と考えられる歯の実質欠損、
あるいは歯自体の欠損に対しては、人工物すなわち修復・補綴装置によって機能回復を図
る。そのための治療が、咬合治療であり修復・補綴治療である。
　補綴装置は間接法によって製作されることから、アナログ的な視点や手技が必須であ
る。そして間接法では、その製作工程の中で必ず「咬合採得」という術式が必要となる。咬
合採得とは、上下顎の位置を三次元的に決定し、その位置関係を記録することを指し、咬
合診断や治療計画立案、そして補綴装置を製作する際に役立てる。これらは、今日のデジ
タルデンティストリーで活用されているバーチャル咬合器や模型なしの術式では、まだ
まだ限界があるところであろう。
　謙先生が、アナログ的な考え方の重要性から咬合採得の本書を執筆されたことは、デジ
タルデンティストリー発展の時期だからこそ、意義があることといえる。我々は、デジタ
ルデンティストリーを否定しているのではなく、発展のためにアナログ的な考えを活用
してほしいと思っている。
　謙先生の、これまでの「臨床医としての思い」が成功への入口となり、小さな努力の積み
重ねが、今日の謙先生の臨床力になっている。そして臨床医として、「成功が仲間と共にあ
る」という医療人としての生き方を持っていることを、大変嬉しく思っている。
　本書が、多くの先生方の「臨床の質の向上」の一助になることを願っている。

大阪歯科大学インプラント学講座 臨床教授
日本臨床歯科医学会 副理事長／大阪支部（大阪SJCD） 最高顧問
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